
ま
し
た
。

五
月
十
六
日
家
へ
着
き
ま
し
た
。
母
が
「
お
前
の
嫁
は
も
う

決
め
て
お
い
た
ぞ
」
と
。

私
の
軍
隊
で
の
労
苦
と
言
っ
て
も

１
　
歩
兵
の
よ
う
に
歩
く
こ
と
は
な
い
車
両
部
隊
。

２
　
連
隊
本
部
勤
務
。

で
労
苦
は
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
た
だ
不
満
で
あ
っ
た
こ

と
は
進
級
の
事
で
し
た
。
昭
和
十
八
年
進
級
の
時
、
上
等
兵
よ

り
兵
長
に
な
れ
ず
進
級
が
一
回
お
く
れ
ま
し
た
。
人
事
係
曹
長

さ
ん
が
「
く
や
し
い
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
連
隊

本
部
の
将
校
下
士
官
全
部
が
私
を
推
薦
し
て
く
れ
た
の
に
、
連

隊
副
官
が
筆
耕
の
上
手
な
者
を
推
薦
し
て
私
は
落
ち
た
の
で

す
。
次
に
伍
長
に
任
官
の
時
は
私
が
一
番
と
な
り
、
前
の
兵
長

の
時
の
雪
辱
を
遂
げ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

結
婚
は
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
十
七
日
に
式
を
挙
げ
ま
し

た
。
現
在
妻
も
元
気
で
子
供
は
男
女
男
と
三
人
で
す
。
孫
は
男

ば
か
り
三
人
。
曽
孫
は
女
一
人
。

復
員
後
の
地
域
の
役
職
を
振
り
返
る
と

１
　
消
防
分
団
長

２
　
部
落
の
区
長

３
　
農
業
委
員
　
五
期
（
一
期
三
年
）
こ
の
内
会
長
三
期

４
　
会
津
北
部
土
地
改
良
会
計
理
事
三
期
（
一
期
四
年
）

５
　
加
納
村
土
地
改
良
会
計
理
事
一
期
三
年

６
　
加
納
村
文
化
財
審
議
委
員
会
副
会
長
二
十
年

７
　
加
納
村
郷
土
史
研
究
会
会
長
三
年

８
　
小
中
学
校
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

家
庭
で
は
花
の
ハ
ウ
ス
園
芸
十
三
年
、
収
益
は
ま
ず
ま
ず
。

学
校
同
級
生
九
人
戦
死
、
そ
の
内
七
人
は
特
攻
。

同
級
会
長
　
満
八
十
歳
の
同
級
会
二
十
三
人
出
席
。

龍
兵
団ビ
ル
マ
戦
線
よ
り
還
る
　 

佐
賀
県
　
岸
川
力
蔵
　 

私
は
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
十
月
に
生
ま
れ
、
昭
和
十
六

（
一
九
四
一
）
年
徴
集
兵
で
あ
り
ま
す
が
、
現
役
入
営
で
は
な

く
、
昭
和
十
七
年
四
月
に
応
召
さ
れ
、
久
留
米
歩
兵
の
第
一
四



八
部
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。

翌
昭
和
十
八
年
九
月
、
ビ
ル
マ
派
遣
軍
へ
の
第
二
回
目
の
補

充
要
員
、
二
百
人
の
中
の
一
員
と
し
て
、
雲
南
省
で
ビ
ル
マ
作

戦
中
で
あ
っ
た
第
五
十
六
師
団
、
歩
兵
第
一
四
八
連
隊
（
龍
第

六
七
三
六
部
隊
）
に
転
属
、
第
三
機
関
銃
中
隊
に
配
属
さ
れ
ま

し
た
。
雲
南
騰
越
の
部
隊
が
玉
砕
し
た
た
め
第
二
機
関
銃
中
隊
に
転

属
、
そ
の
後
、
約
二
カ
年
間
、
転
進
作
戦
・
輸
送
作
戦
・
怒
江

作
戦
・
克
作
戦
・
断
作
戦
と
、
九
回
に
わ
た
る
作
戦
に
参
加
、

隊
員
二
百
人
の
う
ち
、
生
き
残
り
は
三
人
と
い
う
、
熾
烈
な
戦

闘
の
連
続
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ビ
ル
マ
・
ヘ
シ
ャ
ン
州
・
イ
ン
レ
ー
湖
ナ
ン
ピ
ル

川
に
て
、
昭
和
二
十
年
八
月
終
戦
。
以
後
、
ビ
ル
マ
、
タ
イ
国

境
サ
ル
イ
ン
河
を
渡
河
、
バ
ン
コ
ク
に
て
英
印
軍
に
抑
留
、
約

六
カ
月
。
昭
和
二
十
一
年
五
月
バ
ン
コ
ク
港
に
て
乗
船
、
六
月

に
神
奈
川
県
浦
賀
港
に
上
陸
、
同
日
付
を
も
っ
て
龍
師
団
解

散
、
後
、
故
郷
に
復
員
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
よ
く
ぞ
生
還

し
、
現
在
が
あ
る
と
は
、
奇
跡
と
い
う
他
あ
り
ま
せ
ん
。

戦
後
既
に
五
十
七
年
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
も
大
正
十

年
生
ま
れ
で
、
ち
ょ
う
ど
八
〇
歳
を
越
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

体
力
も
消
耗
し
て
お
り
ま
す
が
、
頑
張
っ
て
生
き
続
け
て
お
り

ま
す
。
戦
争
の
話
を
す
る
と
、
昔
は
昔
、
今
は
今
と
い
う
人
も

お
り
ま
す
。
し
か
し
私
は
一
生
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

戦
争
と
い
う
も
の
は
人
間
の
殺
し
合
い
で
す
。
こ
ん
な
悲
惨

な
も
の
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
殺
す
か
、
殺
さ
れ
る
か
、
こ
ん

な
切
羽
つ
ま
っ
た
体
験
は
、
若
い
人
に
は
分
か
ら
な
い
で
し
ょ

う
。
こ
れ
か
ら
申
し
上
げ
る
こ
と
は
、
そ
ん
な
体
験
で
す
か

ら
、
理
解
で
き
る
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
の
記
憶
に

基
づ
い
て
、
概
略
を
お
話
し
ま
す
。

昭
和
十
七
年
四
月
、
歩
兵
第
一
四
八
部
隊
に
入
り
、
昭
和
十

八
年
九
月
、
ビ
ル
マ
派
遣
軍
の
第
二
回
補
充
兵
と
し
て
雲
南
龍

歩
兵
第
一
四
八
連
隊
第
三
機
関
銃
中
隊
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
門
司
を
出
港
し
て
か
ら
四
カ
月
掛
っ
た
訳
で
す
。

途
中
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。
私
は
独
身
で
し
た
が
、
中
に

は
約
半
数
は
応
召
の
妻
子
の
あ
る
人
た
ち
も
お
り
、
さ
ぞ
辛

か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
方
た
ち
と
一
緒
に
、
内
訳
は



久
留
米
の
二
百
人
、
第
一
四
八
連
隊
が
二
百
人
、
福
岡
の
第
一

一
六
連
隊
が
二
百
人
、
大
村
連
隊
が
二
百
人
な
ど
千
二
百
人
が

第
二
回
の
ビ
ル
マ
要
員
と
し
て
行
っ
た
訳
で
す
。
雲
南
省
の
マ

ン
ダ
レ
ー
か
ら
ラ
シ
オ
へ
、
ラ
シ
オ
か
ら
は
ト
ラ
ッ
ク
で
し
た

が
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
近
く
の
四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
黒
龍
山

脈
に
第
一
四
八
連
隊
の
本
隊
が
交
通
壕
を
掘
っ
て
重
慶
軍
と
対

抗
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
ま
で
私
た
ち
は
高
い
山
を
登
っ
て

追
及
し
て
行
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
既
に
重
慶
軍
と
戦
闘
中

で
、
重
慶
軍
は
四
連
砲
、
機
関
砲
、
自
動
小
銃
な
ど
米
軍
装
備

の
兵
器
を
持
ち
我
々
の
装
備
と
は
全
然
違
う
訳
で
す
。

ち
ょ
う
ど
行
っ
た
と
こ
ろ
で
、
交
通
壕
に
入
っ
て
中
隊
長
に

申
告
い
た
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
私
た
ち
が
到
着
し
た
そ
の
日

に
、
重
慶
軍
の
戦
闘
機
が
飛
ん
で
き
て
、
交
通
壕
を
掃
射
す
る

訳
で
す
。
そ
し
て
掃
射
し
た
あ
げ
く
に
今
度
は
爆
撃
機
が
飛
ん

で
き
て
交
通
壕
に
爆
弾
を
落
と
す
と
い
う
正
攻
法
で
、
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
に
攻
撃
し
て
き
ま
す
の
で
た
ま
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
飛
行
機
に
よ
る
攻
撃
が
終
わ
る
と
、
今
度
は
山

砲
、
迫
撃
砲
が
飛
ん
で
き
ま
す
。
交
通
壕
に
い
た
兵
隊
は
ほ
と

ん
ど
殺
さ
れ
、
血
の
海
で
す
。

緊
急
命
令
で
我
々
も
配
備
に
就
く
の
で
す
が
、
敵
は
第
一
線

が
や
ら
れ
れ
ば
第
二
線
と
正
攻
法
で
攻
め
て
き
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
戦
争
を
約
一
週
間
や
り
ま
し
て
、
第
一
線
は
撃
破
し
ま
し

た
が
第
二
線
が
上
が
っ
て
き
た
時
、
我
々
は
弾
が
な
い
、
水
は

な
い
、
加
え
て
戦
死
者
が
出
る
負
傷
者
が
出
る
で
全
く
戦
争
が

で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
ラ
デ
ン
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
、
師
団
命
令
で
下
山

し
た
訳
で
す
。
ラ
デ
ン
に
着
き
ま
し
た
が
、
敵
は
怒
濤
の
ご
と

く
下
り
て
き
ま
す
。
そ
う
し
て
ト
ウ
エ
ス
の
方
へ
行
き
ま
し

た
。
こ
こ
は
雲
南
省
で
も
大
き
な
町
で
、
こ
の
城
壁
の
中
に
第

一
四
八
連
隊
は
全
部
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

既
に
そ
の
時
は
一
個
大
隊
は
菊
部
隊
の
応
援
に
行
っ
て
お

り
、
部
隊
は
連
隊
本
部
と
第
一
・
第
三
大
隊
、
そ
れ
か
ら
山
砲

の
一
個
大
隊
、
野
戦
病
院
、
憲
兵
分
隊
、
野
戦
通
信
隊
な
ど
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
敵
は
す
ぐ
包
囲
し
て
し
ま
い
、
我
々
は
袋
の

鼠
で
し
た
。
そ
う
い
う
中
に
敵
は
ラ
モ
ー
に
い
た
第
一
一
三
連

隊
の
攻
撃
に
向
か
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
後
方
に
ま
だ
友
軍
が

お
り
ま
す
の
で
、
敵
は
後
方
を
遮
断
し
た
訳
で
す
。
だ
か
ら
城



壁
の
中
の
１
個
大
隊
を
転
進
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
は

第
三
大
隊
が
命
令
さ
れ
、
私
も
一
緒
に
行
っ
た
た
め
に
玉
砕
せ

ず
に
命
拾
い
し
ま
し
た
。

第
一
一
三
連
隊
と
第
一
四
八
連
隊
は
合
同
で
突
撃
ば
か
り
で

し
た
。
私
は
機
関
銃
隊
で
し
た
。
機
関
銃
隊
は
一
個
分
隊
十
一

人
で
、
私
は
そ
の
時
初
年
兵
で
し
た
の
で
弾
薬
掛
を
半
年
ば
か

り
し
ま
し
た
。
戦
闘
の
間
は
小
銃
隊
が
最
初
に
突
撃
し
ま
す
。

そ
の
あ
と
機
関
銃
隊
が
行
き
ま
す
。
私
は
小
銃
隊
だ
っ
た
ら
、

も
う
こ
の
世
に
お
り
ま
せ
ん
。

戦
闘
は
も
う
地
獄
で
す
。
今
福
岡
に
お
り
ま
す
私
の
中
隊
長

が
本
を
書
き
ま
し
た
。
西
日
本
新
聞
に
連
載
し
て
お
り
ま
し
た

の
で
電
話
を
掛
け
た
の
で
す
が
、「
も
う
生
き
て
お
る
者
は
お

ら
ん
。
私
と
貴
方
と
東
京
の
佐
藤
の
三
人
し
か
い
な
い
」
と
の

こ
と
で
し
た
。

約
二
カ
月
戦
闘
を
し
て
、
占
領
し
た
の
で
す
が
、
龍
陵
は

取
っ
た
り
取
ら
れ
た
り
で
し
た
。
そ
れ
で
仙
台
の
第
二
師
団
、

朝
鮮
編
成
の
狼
師
団
と
合
同
作
戦
で
、
一
挙
に
龍
陵
攻
撃
を

や
っ
た
訳
で
す
。
そ
こ
で
一
応
は
全
部
占
拠
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
日
の
う
ち
に
大
村
兵
団
が
ヘ
イ
カ
と
い
う
と

こ
ろ
で
玉
砕
に
近
い
戦
闘
を
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
第
一
四
八

連
隊
の
第
三
大
隊
に
命
令
が
き
ま
し
て
大
村
兵
団
を
助
け
に

行
っ
た
訳
で
す
。
ヘ
イ
カ
ま
で
は
二
日
二
晩
か
か
っ
て
朝
五
時

頃
に
着
き
ま
し
た
ら
大
村
兵
団
は
下
の
方
に
お
り
、
我
々
は
攻

撃
に
入
り
、
そ
の
一
角
を
取
っ
た
訳
で
す
。
そ
し
て
私
が
間
道

の
歩
■
に
立
っ
て
お
り
ま
す
と
こ
ろ
へ
下
か
ら
大
隊
長
が
上

が
っ
て
き
て
、「
歩
■
、
ご
苦
労
」
と
言
い
ま
す
。

そ
う
こ
う
す
る
内
に
、
ま
た
龍
陵
は
敵
に
や
ら
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
ト
ウ
リ
ツ
に
残
っ
て
お
り
ま
し
た
我
々
の

戦
友
た
ち
は
、
後
三
日
ば
か
り
の
玉
砕
寸
前
で
し
た
。
そ
し
て

我
々
も
そ
こ
へ
行
く
つ
も
り
で
し
た
が
、
行
け
な
い
訳
で
す
。

大
隊
長
は
東
側
の
稜
線
に
全
部
一
列
縦
隊
に
並
ば
せ
、
全
員
で

黙
■
し
ま
し
た
。
玉
砕
は
昭
和
十
九
年
九
月
十
四
日
で
す
。
男

の
涙
で
し
た
が
、
助
け
に
行
け
な
い
訳
で
し
た
。

そ
し
て
龍
陵
を
降
り
ま
し
て
、
敵
は
な
お
攻
め
て
き
ま
す
。

重
慶
軍
は
ビ
ル
マ
と
の
国
境
線
ま
で
追
っ
て
来
る
の
で
す
。
一

応
ビ
ル
マ
国
境
線
ま
で
き
ま
す
と
重
慶
軍
の
追
撃
は
止
ま
り
ま



し
た
の
で
我
々
は
助
か
り
ま
し
た
が
、
今
度
は
友
軍
が
イ
ン

パ
ー
ル
作
戦
に
敗
れ
、
ど
ん
ど
ん
下
が
っ
て
き
ま
す
。

と
こ
ろ
が
イ
ン
ド
方
面
か
ら
コ
ン
ン
リ
デ
ー
テ
ッ
ド
と
い
う

六
発
の
飛
行
機
が
グ
ラ
イ
ダ
ー
二
台
を
ワ
イ
ヤ
ー
で
繋
い
で

引
っ
張
っ
て
来
る
の
で
す
。
一
台
に
は
二
百
人
ば
か
り
乗
っ
て

お
り
、
二
台
目
に
は
弾
薬
、
食
糧
な
ど
で
し
ょ
う
。
こ
れ
を
草

原
に
降
ろ
す
。
こ
れ
に
よ
り
後
方
の
退
路
を
遮
断
す
る
訳
で

す
。
そ
れ
で
ラ
シ
オ
ま
で
転
進
し
て
再
び
戦
闘
を
開
始
し
た
の

で
す
。
ま
た
、
そ
の
飛
行
機
は
ド
ラ
ム
缶
を
積
ん
で
き
て
、
そ

れ
を
落
と
す
の
で
、
こ
の
ド
ラ
ム
缶
を
落
と
し
た
途
端
に
戦
闘

機
が
き
て
曳
光
弾
で
銃
撃
し
爆
破
す
る
訳
で
す
。
そ
れ
で
我
々

は
ラ
シ
オ
を
退
避
し
ま
し
た
。

ラ
シ
オ
か
ら
一
〇
里
ほ
ど
下
が
っ
た
と
こ
ろ
の
シ
ポ
ン
に
野

戦
倉
庫
が
あ
り
、
貯
蔵
米
約
一
万
ト
ン
を
燃
や
し
サ
イ
ゴ
ン
の

方
へ
逃
げ
ま
し
た
。
も
う
逃
げ
る
ば
か
り
で
前
進
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
サ
イ
ゴ
ン
に
は
避
暑
地
が
あ
り
、
野
戦
病
院
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
野
戦
病
院
に
い
た
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
も
爆

撃
で
や
ら
れ
て
お
り
、
ビ
ル
マ
本
道
を
菊
部
隊
な
ど
が
ラ
ン

グ
ー
ン
の
方
へ
下
が
っ
て
行
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
メ
イ
ク

テ
ー
ラ
に
は
敵
の
戦
車
が
来
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
菊
兵
団
、
狼

兵
団
が
通
過
す
る
時
で
、
相
当
こ
こ
で
殺
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う

い
う
情
報
が
入
り
ま
し
た
の
で
、
我
々
第
一
四
八
連
隊
の
第
三

大
隊
は
メ
イ
ク
テ
ー
ラ
に
向
け
山
を
降
り
て
来
た
の
で
す
が
、

助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
時
ち
ょ
う
ど
私
は
大
隊
長
の
伝
令
を
し
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
先
頭
に
立
っ
て
眼
鏡
で
見
て
お
り
ま
し
た
ら
、
Ｍ
４
戦

車
が
あ
が
っ
て
来
ま
し
た
。
十
四
台
ま
で
数
え
ま
し
た
。
大
隊

長
に
報
告
し
て
入
り
口
の
橋
を
爆
破
し
ま
す
と
戦
車
は
止
ま

り
、
戦
車
と
戦
車
の
間
に
入
っ
て
い
る
約
三
十
人
ぐ
ら
い
の
兵

隊
目
が
け
て
、
我
々
機
関
銃
隊
は
連
続
装
■
で
撃
ち
ま
し
た
。

す
る
と
敵
は
煙
幕
を
張
り
、
戦
車
砲
を
撃
ち
込
ん
で
き
ま
し

た
。
戦
車
砲
で
は
目
も
開
け
ら
れ
ず
、
夜
ま
で
持
ち
こ
た
え
た

の
で
す
が
、
夜
間
に
撤
退
し
ま
し
た
。

戦
車
は
橋
が
爆
破
し
て
あ
る
も
の
で
す
か
ら
通
行
で
き
ず
、

我
々
は
イ
ン
レ
ー
コ
ま
で
来
て
、
そ
こ
の
洞
窟
に
入
り
約
二
週

間
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
後
方
に
下
が
り
ま
し
た
と

こ
ろ
、
八
月
十
五
日
に
終
戦
の
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
て
、
ナ
ン



ビ
ル
川
で
英
印
軍
の
将
校
が
来
て
武
装
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

我
々
は
銃
の
菊
の
紋
章
を
消
し
て
、
銃
口
は
砂
で
磨
い
て
提
出

し
ま
し
た
。

終
戦
に
な
り
ま
し
て
、
サ
ル
イ
ン
河
を
渡
河
す
る
時
は
タ
イ

国
に
入
っ
た
訳
で
す
が
、
そ
の
前
に
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
に
か
か

わ
っ
た
将
兵
は
ほ
と
ん
ど
タ
イ
の
チ
ェ
ン
マ
イ
方
向
に
撤
退
し

ま
し
た
。
食
糧
は
な
く
餓
死
の
状
態
で
し
た
。
最
近
一
カ
月
ほ

ど
前
、
地
元
の
お
寺
の
住
職
が
チ
ェ
ン
マ
イ
の
奥
へ
遺
骨
収
集

に
行
か
れ
ま
し
て
相
当
収
集
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

我
々
は
サ
ル
イ
ン
河
を
渡
河
し
て
、
行
軍
で
チ
ェ
ン
マ
イ
か

ら
バ
ン
コ
ッ
ク
へ
行
き
ま
し
た
。
英
印
軍
に
よ
る
抑
留
は
半

年
、
昭
和
二
十
一
年
五
月
、
バ
ン
コ
ッ
ク
か
ら
還
っ
て
来
ま
し

た
。ビ
ル
マ
の
山
野
に
は
今
な
お
戦
友
の
遺
骨
が
散
ら
ば
っ
て
い

ま
す
。
南
海
も
慰
霊
・
収
集
に
入
っ
た
人
が
お
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
恐
ら
く
奥
地
ま
で
は
行
か
れ
ま
せ
ん
の
で
、
奥
地
に
は
た

く
さ
ん
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
も
還
っ
て
来
て
か
ら
、

戦
友
の
面
影
が
朝
晩
ち
ら
ち
ら
し
ま
す
。

【
解

説
】

第
五
十
六
師
団
は
龍
六
七
〇
三
部
隊
で
、
第
十
八
師
団
、
菊

兵
団
と
同
様
に
久
留
米
編
成
の
我
が
軍
最
強
の
師
団
と
称
せ
ら

れ
、
ビ
ル
マ
作
戦
で
の
玉
砕
部
隊
で
あ
る
。

岸
川
力
蔵
氏
は
、
ま
さ
に
ビ
ル
マ
生
き
残
り
の
戦
士
で
あ

り
、
所
属
は
、
歩
兵
第
百
四
十
八
連
隊
で
あ
る
。
同
連
隊
の

「
部
隊
略
歴
」
は
次
の
如
く
で
、
ミ
ー
ト
キ
ー
ナ
、
龍
陵
、
平

憂
、
騰
越
、
断
作
戦
、
克
作
戦
等
と
玉
砕
部
隊
で
あ
る
。

歩
兵
第
百
四
十
八
連
隊
　
部
隊
略
歴

昭
和
十
六
年
十
一
月
十
五
日
、
動
員
下
令
。

十
二
月
二
十
二
日
、
編
成
完
結
。

昭
和
十
七
年
三
月
三
日
、
西
貢
上
陸
。

三
月
八
日
、
出
発
。

三
月
二
十
六
日
、
緬
旬
、
蘭
貢
上
陸
。

三
月
二
十
七
日
～
四
月
十
四
日
、「
サ
ル
ウ
ィ
ン
」
河
谷

に
向
か
う
進
出
作
戦
中
「
ト
ン
グ
ー
」「
ケ
マ
ピ
ュ
ー
」

付
近
に
お
い
て
、
将
校
二
人
、
下
士
官
兵
一
五
人
戦

死
、
負
傷
五
四
人
。



四
月
十
四
日
～
四
月
十
五
日
、「
ケ
マ
ピ
ュ
ー
」「
ラ
シ

オ
」
に
向
か
う
進
撃
作
戦
中
「
ザ
エ
ッ
ト
」「
ロ
イ
　

コ
ー
」「
ラ
シ
オ
」
付
近
に
お
い
て
将
校
二
人
、
下
士

官
兵
一
八
人
戦
死
、
負
傷
三
一
人
。

四
月
三
十
日
～
五
月
十
五
日
、「
ラ
シ
オ
」「
ミ
ー
ト
キ
ー

ナ
」
に
向
か
う
追
撃
作
戦
中
、
将
校
一
人
、
下
士
官
兵

三
人
、
戦
傷
死
、
負
傷
一
三
人
。

五
月
十
六
日
～
六
月
十
日
、
怒
江
省
岸
地
区
反
撃
作
戦

中
、
将
校
、
下
士
官
兵
一
七
人
戦
死
、
兵
一
人
戦
傷

死
、
負
傷
八
人
。

六
月
十
一
日
、
■
■
及
騰
越
南
方
地
区
の
掃
討
作
戦
中

「
ク
ン
ロ
ン
」
付
近
で
戦
死
兵
一
人
、
戦
傷
二
人
。

八
月
一
日
～
八
月
三
十
一
日
、
怒
江
右
岸
地
区
の
掃
蕩
中

兵
二
人
戦
傷
、
将
校
一
名
戦
死
、
下
士
官
兵
二
人
戦
傷

死
、
負
傷
五
人
。

九
月
一
日
～
十
一
月
三
十
日
、
騰
越
「
ク
ン
ロ
ク
」
及
平

憂
地
区
の
討
伐
（
イ
号
討
伐
）
将
校
二
人
、
下
士
官
兵

四
人
戦
死
、
兵
一
人
戦
傷
死
、
負
傷
一
九
人
。

十
二
月
一
日
～
昭
和
十
八
年
一
月
三
十
一
日
、
騰
越
付
近

討
伐
中
、
兵
一
人
戦
死
、
負
傷
三
人
。

二
月
一
日
～
三
月
三
十
一
日
、
甲
号
粛
清
討
伐
中
国
東
衛

馬
面
関
蛮
允
付
近
の
戦
闘
に
お
い
て
将
校
一
人
、
下
士

官
兵
一
三
人
戦
死
、
下
士
官
一
人
戦
傷
死
、
負
傷
一
四

人
。

四
月
一
日
～
九
月
三
十
日
、
緬
旬
防
衛
並
び
に
次
期
作
戦

準
備
中
騰
越
北
方
地
区
の
掃
蕩
に
お
い
て
馬
面
関
付
近

に
お
い
て
将
校
一
人
、
兵
六
人
戦
死
、
兵
一
人
戦
傷

死
、
負
傷
八
人
。

十
月
一
日
～
十
一
月
三
十
日
、
怒
江
作
戦
中
空
査
河
付
近

に
お
い
て
下
士
官
兵
五
人
戦
死
、
負
傷
八
人
。

十
二
月
一
日
～
昭
和
十
九
年
四
月
二
十
八
日
、「
ウ
」
号

支
作
戦
中
、
里
仁
村
付
近
の
討
伐
に
お
い
て
将
校
一

人
、
下
士
官
兵
八
人
戦
死
、
兵
二
人
戦
傷
死
、
負
傷
七

人
。

三
月
十
一
日
、
保
山
県
大
遊
寨
戦
闘
に
お
い
て
兵
一
人
行

方
不
明
な
り
、
そ
の
後
状
況
不
明
な
り
。

八
号
作
戦
参
加
の
た
め
第
一
大
隊
は
千
人
で
四
月
十
日

千
崖
出
発
「
ミ
ー
ト
キ
ー
ナ
」
方
面
派
遣
す
。



四
月
二
十
九
日
～
七
月
五
日
、
遠
征
軍
反
撃
作
戦
中

「
ミ
ー
ト
キ
ー
ナ
」
付
近
に
お
い
て
将
校
二
九
人
、
下

士
官
兵
五
二
二
人
戦
死
、
下
士
官
兵
四
人
戦
傷
死
、
負

傷
、
将
校
二
四
人
、
下
士
官
兵
七
九
四
人
、
龍
陵
救
援

の
た
め
第
三
大
隊
を
師
団
直
轄
と
し
て
、
六
月
二
十
六

日
出
発
派
遣
す
。

七
月
六
日
～
十
月
五
日
、
断
作
戦
第
一
期
中
主
力
は
騰
越

に
て
第
一
大
隊
は
「
ミ
ー
ト
キ
ー
ナ
」
付
近
、
第
三
大

隊
は
龍
陵
、
平
憂
付
近
に
お
い
て
将
校
二
人
、
下
士
官

兵
二
七
人
戦
死
、
下
士
官
兵
二
三
人
戦
傷
死
、
負
傷
五

三
七
人
。

こ
の
外
（
騰
越
に
お
け
る
玉
砕
者
、
将
校
五
二
人
、
准

士
官
・
下
士
官
三
四
五
人
、
兵
一
、
三
七
七
人
、
計

一
、
七
七
五
人
）

。

八
月
十
三
日
、
連
隊
長
藏
重
大
佐
戦
死
、
楠
野
大
佐
連

隊
長
と
し
て
赴
任
途
中
、
九
月
八
日
芒
市
に
て
戦
病

死
。

九
月
十
四
日
、
連
隊
主
力
（
除
第
一
、
第
三
大
隊
主
力
）

騰
越
に
お
い
て
玉
砕
。

十
一
月
二
十
三
日
神
保
大
佐
連
隊
長
と
し
て
赴
任
芒
市

到
着
、
当
時
、
同
地
付
近
に
お
い
て
戦
闘
中
の
第
三
大

隊
主
力
（
約
三
〇
人
）
連
隊
復
帰
。

十
月
六
日
～
十
二
月
二
十
二
日
、
断
作
戦
第
二
期
中
、
龍

陵
芒
市
付
近
の
戦
闘
に
お
い
て
将
校
六
人
、
下
士
官
以

下
九
六
人
戦
死
、
将
校
一
人
、
下
士
官
兵
三
五
人
戦
傷

死
、
将
校
二
人
、
下
士
官
兵
兵
一
八
九
人
負
傷
。

十
二
月
二
十
二
日
～
二
月
二
十
日
、
断
作
戦
第
三
期
中

「
ム
セ
」「
モ
ン
ユ
ー
」「
イ
ナ
イ
ロ
ン
」「
ラ
シ
オ
」
付

近
の
戦
闘
に
お
い
て
将
校
九
人
、
下
士
官
兵
一
二
〇
人

戦
死
、
六
一
三
人
戦
傷
死
、
負
傷
一
四
一
人
。

二
月
十
五
日
、
隊
長
「
ナ
ム
パ
カ
」
付
近
転
進
中
兵
一
人

不
明
と
な
り
、
そ
の
後
状
況
不
明
。

昭
和
二
十
年
二
月
二
十
一
日
～
四
月
九
日
、
連
隊
長
更
迭

「
ラ
シ
オ
」「
シ
ポ
ー
」
付
近
の
戦
闘
に
お
い
て
将
校
三

人
、
下
士
官
兵
五
五
人
戦
死
、
下
士
官
兵
八
人
戦
傷

死
、
負
傷
六
五
人
。

三
月
二
十
四
日
、
連
隊
「
ラ
イ
カ
ー
」
付
近
転
進
中
将
校

一
人
、
兵
一
人
行
方
不
明
と
な
り
そ
の
後
状
況
不
明
。



四
月
二
十
日
～
五
月
二
十
八
日
、
克
作
戦
第
一
期
中
「
ラ

ウ
サ
ウ
ク
」「
ワ
ロ
ー
」
付
近
戦
闘
に
お
い
て
将
校
一

人
、
下
士
官
兵
二
一
人
戦
死
、
下
士
官
兵
一
〇
人
戦
傷

死
、
負
傷
二
六
人
。

五
月
二
十
九
日
～
八
月
十
四
日
、
克
作
戦
第
二
期
中
「
カ

ロ
ー
」「
シ
キ
ッ
プ
」「
ピ
ン
ラ
ウ
ン
」「
イ
ン
デ
ー
ン
」

付
近
の
戦
闘
に
お
い
て
下
士
官
兵
二
四
人
戦
死
、
下
士

官
兵
一
四
人
戦
傷
死
、
負
傷
二
一
人
。

ま
さ
に
「
ビ
ル
マ
は
地
獄
」
で
あ
っ
た
。

戦
争
末
期
の
ビ
ル
マ
　 長崎
県
　
種
村
数
一
　 

私
の
家
は
普
通
の
農
家
で
家
庭
は
父
・
母
・
私
と
妹
が
三
人

の
六
人
家
族
で
し
た
。
私
は
次
男
で
す
が
、
私
が
入
隊
す
る
昭

和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
の
春
に
長
男
が
病
死
し
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
二
月
に
私
は
、
い
つ
か
は
兵
隊
に
取
ら
れ
る
に

違
い
な
い
。
そ
れ
な
ら
少
し
で
も
早
く
軍
隊
に
入
っ
た
方
が
良

い
と
思
っ
て
現
役
志
願
を
し
ま
し
た
。
幸
い
兵
隊
検
査
も
皆
さ

ん
と
一
緒
に
受
け
ら
れ
て
甲
種
合
格
と
な
り
ま
し
た
。

父
母
も
長
男
を
亡
く
し
た
上
に
私
ま
で
居
た
く
な
る
の
は
非

常
に
心
配
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
時
局
柄
口
に
出
せ
ず
に
い

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

昭
和
十
八
年
十
二
月
一
日
、
現
役
兵
と
し
て
長
崎
県
大
村
の

西
部
第
四
十
七
部
隊
（
歩
兵
第
一
四
六
連
隊
補
充
隊
）
の
西
田

隊
（
歩
兵
砲
中
隊
）
に
菊
部
隊
（
第
十
八
師
団
）
要
員
と
し
て

入
隊
し
ま
し
た
。

早
速
、
一
期
検
閲
の
た
め
の
猛
訓
練
が
始
ま
り
行
先
は
激
戦

が
予
想
さ
れ
る
ビ
ル
マ
戦
線
で
す
か
ら
直
ち
に
役
に
立
て
る
兵

隊
に
な
ら
ね
ば
と
自
ら
奮
い
立
て
て
猛
訓
練
に
堪
え
ま
し
た
。

菊
部
隊
は
現
役
兵
中
心
の
部
隊
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
引
き

替
え
竜
部
隊
は
召
集
兵
が
主
体
の
部
隊
で
あ
り
ま
し
た
。

私
が
入
隊
し
た
西
部
第
四
十
七
部
隊
は
竜
（
第
五
十
六
師

団
）
部
隊
で
あ
り
ま
し
た
。
竜
師
団
は
、
そ
の
頃
、
中
国
雲
南

省
南
端
の
山
岳
地
帯
で
米
式
装
備
の
中
国
軍
十
六
個
師
団
七
万

人
と
対
し
て
い
ま
し
た
。
一
五
対
一
の
戦
争
と
い
わ
れ
ま
し




